










要約 

ウイルス分離により確実に診断された新生児エンテロウイルス感染症の母体の抗体とくに

母乳中の抗体とその挙動につき検討した。6 例についてみると中和抗体(NT)ないし IgG 抗

体は何れの症例でも母体血で有意の上昇を認め,母児同時感染を示した。母乳中にも同型に

対する NT価が全 6例 11検体にみられ,また IgA抗体は 4例 7検体に感染後早期(10～14日

まで)に認められた。今後さらに多数例の検討を要する。 


